
様式２

概要説明書（その１） ※登録№

※登録年月日

※変更登録年月日

開発年月

土木分野 建築分野 （必ず、どちらかを選択してください。）

技術 工法 製品 材料 その他

省人化 省力化 経済性の向上

施工精度の向上 耐久性の向上 安全性の向上

作業環境の向上 周辺環境への影響抑制 地球環境への影響抑制

省資源・省エネルギー 品質の向上 リサイクル性向上

その他 （ ）

単独 共同研究 （ 民・民 民・官 民・学 ）

公的支援助成等（「Made　in　新潟　新商品調達制度」）の関連の有無

該当の有無 無し 有り Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ

新技術の概要（アブストラクト）※検索結果に表示する技術の概要です（全角127文字以内）

新技術の概要

枯渇した既設井戸を追掘する事によって井戸機能を回復させる新技術です。使用機材は、高圧エアーを噴出させ
沈殿泥土やボトム掘削屑を容易に排出できる様に表面に溝を付けて新規加工したボトム切断除去用ミーリングビッ
トを使用し、追掘を安全確実に行う工法です。

③公共工事のどこに適用できるか？
　消雪用･水道水源･工業用･農業･漁業･冷暖房等の枯渇や性能低下した井戸全般。

h-komagata@naka-yoshi.jp

http://www.nnc-eng-jp

E-mail

ホームページＵＲＬ

問合せ先

株式会社　ＮＮＣエンジニアリング

営業部

駒形　洋

担当部署

担当者

住　所

②従来はどのような技術で対応していたか？
　従来は、枯渇した井戸は新たな場所に新規掘削（掘替）で対応しています。

①何について何をする技術か？
　経年劣化や水脈の枯渇によって揚水不能になった井戸を、ボトムと呼ばれる井戸底蓋を新加工したミーリングビットを利用し
て切断除去し、追掘を行い再生させる工法です。

南魚沼市大崎４３６９－２

025-779-2141

025-779-2893

Tel

Fax

会社名

コスト縮減・生産性の向上

安全・安心

枯渇井戸は新規掘替であったが、既設井戸追掘工法でコスト削減

株式会社　ＮＮＣエンジニアリング，株式会社　ナカヨシコーポレーション

リサイクル

環境

景観

分　野

23D1001

H23.9.12

H26.11.10

1999年1月

技術名称

商標名等

枯渇した井戸の機能を回復させる既設井戸
追掘工法

枯渇したり揚水量減少井戸を追掘して再生する

公共工事の品質確保・向上

概要説明書

区　分

開発体制
開発会社

開発目標
（複数選択可）

キーワード
（複数選択可）

自由記入

伝統・歴史・文化

mailto:h-komagata@naka-yoshi.jp
http://www.nnc-eng-jp


様式２

概要説明書（その２）

※登録№

新技術のアピールポイント（課題解決への有効性）

新規性及び期待される効果

適用条件

適用範囲

留意事項

技術名称 枯渇した井戸の機能を回復させる既設井戸追掘工法 23D1001

　井戸底のボトムを除去する為のミーリングビットに新加工として排気用の溝を付け､ボトム上部に堆積した土砂の
除去とボトムの削りかすを安全に除去し､ボトム除去後の追掘を可能にした。既設井戸を利用することにより新規掘
替より工期の短縮と経済性の向上に貢献できる。

④適用にあたり、関係する基準及びその引用元
　散水消雪施設設計施工・維持管理マニュアル

④その他
　井戸の枯渇は帯水層やストレーナーの閉塞も考えられますので井戸水位の定期的なモニタリングなど
を推奨します。

①設計時
　既設井戸情報の確認。（井戸柱状図、井戸構造、揚水試験記録、水質試験記録、電気検層記録）

②施工時
　①近隣井戸との競合試験　②住宅地域では事前通知や説明会　③地区役員への説明　④発注者と
　その地域へのコンセンサス　⑤交通規制･安全対策･安全施設の設置　⑥必要により誘導員の設置

③維持管理時
　従来工法と同一。

③技術提供可能地域
　全地域

①適用可能な範囲
　消雪用･水道水源･工業用･農業･漁業･冷暖房等の枯渇や性能低下した井戸全般。

②特に効果の高い適用範囲
　消雪井戸で人家の多い地域は消雪井戸本数も多く､同一帯水槽からの取水による競合を追掘により垂直方向への取水帯水
層の分散（地下2階､地下3～4階というように上下に分散）。

③適用できない範囲
　最終口径100A以下のケーシングパイプを使用している井戸。

④関係法令等
　工業用水法、各地域公共機関における地下水採取規制の関する条例。

①どこに新規性があるのか？（従来技術と比較して何を改善したのか？）
　新加工したミーリングビットによるボトム（井戸底蓋）切断を行い、安全に追掘する。

②期待される効果は？（新技術活用のメリットは？）
　従来工法（掘替）に比べて、新規掘削ポイント選定不要による施工性の短縮。掘削長の減少による工期短縮と経済性の向上。

①自然条件
　エアハンマー工法の延長となるので砂質土地盤に若干弱い。

②現場条件
　さく井工事における現場条件と同一。



様式２

概要説明書（その３）

※登録№

活用の効果

向上 ( 60 %） 同程度 低下 ( %）

短縮 ( 90 %） 同程度 増加 ( %）

向上 同程度 低下

向上 同程度 低下

向上 同程度 低下

向上 同程度 低下

活用の効果の根拠

●新技術の内訳

(既設100m,追掘50m,200Aストレーナー,地質　粘性土　20m 礫質土 30m)

（エアーハンマー工法歩掛）

●従来技術の内訳

(新掘150m 250ASGP89.5m,250Aストレーナー60.5m、地質　粘性土43m、礫質土95m、玉石12m）

（泥水処理費は、処理費用15,000円/m3汚泥運搬工(8t積載DID区間無片道5Km)2251円/m3として

合計17251円/m3と考えています。）

(パーカッション工法歩掛）

新潟県融雪技術協会発行エアーハンマー工法歩掛参照

さく井（材料費）
SGP250A 89.5m

スリット管250A 60.5m 1 本 1,573,000 1,573,000 国土交通省土木工事標準積算基準書　消融雪設備編歩掛

諸仮設

〃

安全性

施工性

周辺環境への影響

既存の追掘の為ﾎﾟｲﾝﾄ選定の不要。

23D1001

式

比較の根拠活用の効果

掘削長の減少により

比較する従来技術 井戸掘替工事（新掘）

項目

経済性

工　程

基準数量

新技術（A）

1 単位

技術名称 枯渇した井戸の機能を回復させる既設井戸追掘工法

品　質

経済性

工　　程

2,994,450円

4.2日

従来技術（B) 変化値A/B（％）

項　　目 仕　　様 数量

7,774,450円

47.5日

単位
単価
(円)

金額
(円)

60

90

摘　　　要

528,450 新潟県融雪技術協会発行エアーハンマー工法歩掛参照

準備工･機械組立解体 2 日

さく井 φ200×50m 1

1

式

ケーシング管挿入 1 式

仕上げ 1 式

式

あたり１式基準数量：

82,000 82,000 新潟県融雪技術協会発行エアーハンマー工法歩掛参照

408,000 816,000 新潟県融雪技術協会発行エアーハンマー工法歩掛参照

１式 あたり

60,000 60,000 新潟県融雪技術協会発行エアーハンマー工法歩掛参照

250,000 250,000 弊社参考価格表参照

1,258,000 1,258,000

項目 仕様 数量 単位
単価
(円)

金額
(円)

528,450

基準数量：

摘　　　要

さく井工 φ250×150m 1 本 4,343,000 4,343,000 国土交通省土木工事標準積算基準書　消融雪設備編歩掛

泥水処理費 107.73 m3 17,251 1,858,450 全国さく井協会　さく井・改修工事標準歩掛資料

ボトム切断工 250A底切断 1 式



様式２

概要説明書（その４）

※登録№

施工単価 歩掛りなし 歩掛りあり（ 標準 ・ 協会 ・ 自社 ）

施工単価は「エアーハンマー工法歩掛」を参照。

ボトム切断工は、弊社見積価格

参考価格表

施工方法

残された課題と今後の開発計画

施工実績 あり なし

特許・実用新案

あり 出願中 出願予定 なし

あり 出願中 出願予定 なし

評価等年月日

証明等範囲

200,000

200,000 250,000

250,000 300,000

　特　許

②計画
　大型掘削機の導入と高圧コンプレッサーの導入は既設井戸追掘工法の施工範囲を広げるので積極
的導入を計画する｡

番　　号

特許第4551436号

9件

　実用新案

50～100mまで 100～150mまで

100,000 150,000 200,000

150,000

他の機関による
評価・証明

証明機関

制度名

番号

72件

63件

　新潟県の公共事業

　他の公共機関

　民間等

技術名称 枯渇した井戸の機能を回復させる既設井戸追掘工法 23D1001

①課題
　300A以上の大口径及び300m以上の大深度での施工が難しい面が有り、その施工の標準化が今後の
課題として挙げられる。

150A底切断

200A底切断

250A底切断

50mまで



様式２

概要説明書（その５）

※登録№

概要図、写真等

ﾐｰﾘﾝｸﾞﾋﾞｯﾄ詳細

作業前揚水試験 512ℓ/min ﾐｰﾘﾝｸﾞﾋﾞｯﾄ降下前

井戸仕上げ状況 作業後揚水試験 769ℓ/min

技術名称 枯渇した井戸の機能を回復させる既設井戸追掘工法 23D1001

特許第4551436号



様式２

概要説明書（その６）

※登録№

施工実績一覧

交第2-A817-7号 市道柳古新田3号線ほか消雪(追掘)工事

交第2-A817-8号 市道黒土新田線消雪(追掘)工事

技術名称 枯渇した井戸の機能を回復させる既設井戸追掘工法 23D1001

工　事　名施工時期

県
外
に
お
け
る
施
工
実
績

区分 発注者 地域機関名

南魚沼市

湯沢町

津南町

南魚沼市 大崎区 H24.6～H24.6 交第2-106-2号市大第124号井戸消雪(追掘)工事

湯沢町 H24.4～H24.8 維持雪第1号 町22号消雪井戸増掘工事

H25.10～H25.12

維雪改第2号 町12号消雪井戸増掘工事

維雪改第1号 奈1号消雪井戸増掘工事

H25.4～H25.8

長岡市 H25.10～H25.12

津南町 H25.10～H26.3

防雪第3号 町道仲町線井戸追掘工事

防雪第2号 町道落水線井戸追掘工事

交第2-A817-1号 市道山崎4号線消雪(追掘)工事

管工第13号 アオーレ長岡消雪用井戸増掘工事

H25.10～H25.11

湯沢町

H26.1～H26.3

H25.10～H26.3

南魚沼市 H26.3～H26.3

南魚沼市

県
内
に
お
け
る
施
工
実
績



様式２

概要説明書（その7）

※登録№

h-komagata@naka-
yoshi.jp025-779-2893

Ｅ－mail

新技術提供企業

枯渇した井戸の機能を回復させる既設井戸追掘工法 23D1001

住所 ＴＥＬ ＦＡＸ

技術名称

担当者区分

代
表

代
表
以
外

駒形　洋 南魚沼市大崎4369-2 025-779-2141

企業名 担当部署

㈱NNCエンジ
ニアリング

営業部


